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緒 言

前報 において1)わ れわれ は,2,000倍 旧 ツ液 とほぼ そ

の発赤の大 きさが等 しいPPD-sの 濃 度は0.055～0.06

γ/0.1mlで あるこ とを報告 した。 しか し,反 応 に現 われ

る発赤 の色調 や硬結 の質 的な性状 な ど,い わゆ るツ反応

の様 相は,旧 ツ液 とPPD-sと の間でか な り異 なつてい

る。したがつて ここには,BCG陽 性者を大多数含む学

童にお けるPPD-sに よるツ反応の様相について,現 在

までに知 りえた成績 を旧 ツ液の それ と対比 しつつ述べ よ

うと思 う。

調査方 法

使 用 した ツ液,調 査対象,注 射方法,判 定方法はすべ

て前報1)と 同様な もの を用い,同 様 な方法で実施 した。

ただ し,PPD-s溶 液 はすべて注射前 日に溶解 し,氷 室

に保存 した もの を用い てい る。

調査成績および考案

1)発 赤 の様相

PPD-s0.06γ によ る反応 の発赤 の色 調は,旧 ツ液 に

比 して よ り明 らかな鮮紅色 を呈す る ものが約90%を 占め

てい た。またPPD-sで は全般的 に旧ツ液 によるよ りも

明瞭 な硬結 を伴 う反応 を示 す ものが多 く,反 応部 を健 康

部か ら明瞭 に識別 で きる ものが多かつた。 したがつて発

赤 の大 きさの計測 も旧 ツの場合 よ り容易で あつた。

か くの如 く,大 部分 のPPD-sに よる反応 の色調 は,

われ われが 中等 度以上 の反応 として提 唱してい る鮮紅色

(H反 応)お よび暗赤色(D反 応)を呈 していた。 したがつ

て弱反応 として提唱 してい る朽葉色 の硬結 の ないいわ ゆ

るK反 応は極 めて少ない よ うに思われたので,そ の 出現

率について し らべ てみ た。

す な わ ち,小 中学 生1,246名 に お け るK反 応 の 出 現 率

は,2,000倍 旧 ツ液 で は236名(18.9%),PPD-s0.06γ

で は114名(9.2%)で あ つ て,こ の うち旧 ツ液 お よびP

PD-sの い ずれ で もK反 応 を示 し た もの は94名(7.5%)

で あつ た。 し たが つ て,K反 応 はPPD-sに よつ て も認

め られ るが,こ の場 合 に は 旧 ツ ベ ル ク リンに よ るよ りも

表1PPD-s0.06γ と2,000借 旧ツ液 との相関関係(小 中学生 の場合)
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出現頻度が低 く,約 半 数にみ られ る程度であつ た。

発赤 の大 きさの度数分布お よび その曲線につい ては,

すでに報告 した如 く,PPD-s0.06γ の度数分布曲線 は

2,000倍 旧 ツ液 の それ とほぼ平行関係に あるので,発 赤

の大 きさの相関関係について検討 してみた。

小 中学生1,129名 について,発 赤 の大 きさの相 関表 を

描 いてみ ると表1の 如 くで,相 関係数 γ=0.560で あつ

た。す なわ ち,発 赤 の大 きさの度数分布 曲線 では,両 者

は極 めて接近 した平行関係 を示 してい るのに,そ の相関

係数値は余 り高い値 を示 していなかつ た。

そ こで,仮 に 旧 ツ液 の場合に做つて発赤 の大 きさ10

mm以 上 を陽性 として,両 ツ液 に よる陽性者の一致 状況

を検討 してみる と,2,000倍 旧ツ液 で9mm以 下 の ものは

1,129例 中39例(3.5%)で,こ の うちPPD-sで 陽性 の も

の14例(1.2%)で あつ た。 これ に反 し,PPD-s0,06γ で

9-¢ 以下 を示 した ものは1,129例 中70例(6.2%)で,こ

の うち旧 ツ液 で陽性 を示 した ものは45例(4.0%)で あつ

た。また両 ツ液 いずれ によつて も9勉 初 以下 を示 した も

のは25例(2.2%),陽 性 を示 した ものは1,045例(92.6%)

であつ た。すなわち,BCG陽 性 者が大 多数を占め る小

中学生 にあつ ては,両 ツ液 によ る陽性者 の不一致 が59例

(5.2%)に 認 め られ,こ れ らの例 はPPD-sで 陽性 とな

る もの よ りも旧ツ液 で陽性 となる ものが31例(2.7%)も

多かつ た。

次に,2重 発赤 形成率 を比較 してみ る と,表4,5に

示 した よ うに,PPD-s0.06γ の場合には1日ツ液の数倍

を示 していた。

2)硬 結の様相

PPD-sに よ る反応 は旧 ツ液 に よるそれ よ りも明 らか

な硬結 を示 す ものが極めて多い。 しか し,既 往の種 々な

時期 にBCGを 接種 した学童生徒 においては ツ反応の程

度が弱 いので,旧 ツ液 に よる反応 では明瞭に硬結 の大 き

さを計測 し うる例 数が少ない。したがつて,硬 結 の大 き

さによ る両 ツ液 の比較 は困難 であ るか ら,硬 結 の程 度差

によ る比較 を試 み ることとした。

まず硬結 の程度 を,士(触 れ るか触れ ない程 度の極 めて

軽度 な もの),+(触 知 で きるが その大 きさをはつ きりと

計測で きない もの),廿(硬 結の大 きさを計測 し うる もの)

の3段 階に分 け,さ らに+以 上の硬結が あつ てかつ2重

発赤 を示 した もの を丗 として,PPD-s0.06γ と2,000

借 旧 ツ液 との相 関関係を検討 してみ ると,表2の 如 くで

あつ た。 すなわち,+以 上 の硬結 を示 した ものは1,129例

中PPD-sで は489例(43.3%),旧 ツ液では153例(13.6

%)で あつて,PPD-sで は1日ツ液 の約3倍 の硬結 を認

めた。また,PPD-s,旧 ツ液 のいずれ によつて も+以

上 の硬結 を示 した ものは134例(11.9%)で あつ た。

次に両 ツ液に よる硬結出現の不一致率 をみ ると,PP

D-sで は+以 上 の硬結 を認 めたが,旧 ツ液 では硬結 を示

表2小 中学生 におけ る旧 ツ液 とPPD-s

との硬結程度の相関関係

さなかつ た ものが279例(24.7%)あ り,ま た±程度 の硬

結にす ぎなかつ た ものが76例(6.7%)あ つ た。 これに反

し,旧 ツ液 で は+以 上の硬結 を認 めたが,PPD-sで は

硬結 を示 さなかつた ものが12例(1.1%)あ り,ま た±程

度の硬結 を示 した ものが7例(0.6%)あ つた。

以上 の成績か ら,発 赤 の大 きさか らみてほぼ等 しい両

ツ液 を比較 す ると,PPD-sの 方が 旧 ツ液 よ りも硬結触

知率が高 く,か つ ツ反応 の程度 も強 く現 われ る傾 向がみ

られ た。 そこで,発 赤の大 きさが2,000倍 旧 ツ液 のそれ

よ りも小 さい場合にお ける硬結の状況 をみ るために,P

PD-sの 濃度差に よる硬結出現程度 を検討 してみ た。

0.02,0.03,0.04,0.05,0.06γ/0.1mlの5種 のPPD-s

溶液 の それ ぞ れ と2,000倍 旧 ツ との 硬 結 の 出 現 程 度 を比

較 した 成績 は表3の 如 くで あ つ た 。 す な わ ち,こ の 程 度

表3PPD-s各 濃 度にお ける旧 ツ液 お よび

PPD-sの 硬結 触知率の比 較

のPPD-sの 濃 度差 では硬結 出現率に大差 は認 め ら れ

ず,い ずれ の濃 度において も,旧 ツ液 の数倍程度 に硬結

が認 め られ た。 この成績か ら,PPD-sで は旧 ツ液に比

べ て硬結が 出現 し易 く,し たがつ て反応が 旧ツ液 と質的

に相違す るよ うに思われた。

以上述 べて きた発赤 および硬結程度 の相 関関係を考慮

に入 れて,同 一人にPPD-s0.06γ と2,000倍 旧 ツ液 と

を同時に注射 した ときの各集 団の成績 を総括 し て み る

と,表4,5に 示 す如 くである。 この際,昭 和30年 調査

の成績 では31年 調査 の成績 よ りもPPD-sの 力価がやや
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強い よ うに思 われ たけれ ど も,PPD-sは 主 としてツベ

ル ク リン活性因子 よ りなる もので,そ の非特異反応 は力

価 の多少 の高低 によつて支配 され ない もの ど考えて,い

ずれの調査成績 の場合に も,仮 りに旧 ツ液 の場合 と同様

に発赤 の大 きさ10mm以 上 を陽性 とした。

まず小 中学生全員 の成績 を検討 してみ ると,発 赤 でみ

た陽性 率は,30年 調査 の成績 俵4)で は,旧 ツ液90.7%

に対してPPD-sで は95.0%で,PPD-sの 方 が1日ツ液

表4小 中学生 における旧 ツ液 とPPD-sと の反応様相 の比較(昭 和30年 調査)

による陽性率 よ りも高率 であつ た。これ に反 し,31年 調査

の成績(表5)で は旧 ツ液 の96.5%に 対 してPPD-sの 場

合 には93.8%で,PPD-sの 方が 旧ツ液 に よる陽性 率よ

りもやや低 い傾 向であつた。次に硬結 触知率を比較 す る

と,30年 調査 の成績(表4)で は1日ツ液 の18.6%に 対 して

PPD-sで は54.1%で,31年 調査の成績(表5)で は旧 ツ

液 の16.6%に 対 してPPD-sで は51.7%で あつて,い ず

れにおいて も,そ の硬結触知 はPPD-sの 方が 旧ツ液 の

約3倍 を示 してい た。 したがつ て,か か る成績か らみる

と,発 赤の大 きさはほぼ等 し くて も,そ の色調 や硬結触

知 率な どの質 的な面か らみ ると,PPD-s0.06γ/0.1ml

によ る反応 は2,000倍 旧 ツ液 に よるよ りも強 く,完 全に

両 者が等力価 であ るとは言いえなかつ た。 したがつて製

法を異 にす るツ液 の力価 を合せ ることは無理であ ろ うと

考 え る。

さてかか る反応様 相の差 異を学年 別に調査 す る た め

に,昭 和31年 に調査したM校 の小学2～4年 生333名 と

同一地域の中学1～3年 生317名 とにつ き比較す る と,

表6の 如 くで あつ た。まず,発 赤 の大 きさによ る陽性率 は

旧 ツ液で は小学生の94.3%に 対 して中学生 は98・4%で あ

り,PPD-sで は小学生の93.1%に 対 して中学生 は96.5

%で あつ て,PPD-sと 旧ツ液 との間 に,そ の陽性率 の

増加程度 では差 は認 め られ なか つた。発赤 の現 われ方 に

は学年 間(年 令別)に 大差 は存在 しなかつた。

次に,硬 結 の現われ方 を硬結触知比で比較す る と,小

学生 よ りも中学生 の方が明 らか に高かつ た。す なわち,

小 学生 よ りも中学生 において,PPD-sで は旧 ヅの場合

よ りも一層硬結 の出現率 の高い こ とが認 め られ た。
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表5小 中学生 にお ける旧 ツ液 とPPD-sと の反応 様相の比較(昭 和31年 調査)

表6小 中学生別 にみた旧 ツ液 とPPD-sと の反応 様相の比 較

また,性 別 による反応様相 の差異 につい て,上 述のM

校の小中学生867名(男449名,女418名)に つ き性別 の

差異 をし らべ ると,表7の 如 くで あつた。ま ず,発 赤

に よる陽 性率をみ ると男 児では,旧 ツ液 に よる陽性率が

95.5%で あ るのに対 しPPD-sに よ るそれ は95 .1%で,

両者 間に大差 は認 め られ なか つたが,女 児 では旧 ツ液 の

98.4%に 対 してPPD-sで は96.5%で,旧 ツ液 による陽

性率がPPD-Sに よるそれ よ りもやや高率 に現われ る傾向

がみ られた。次に,硬 結 の現われ方を硬結 触知比に よつ

て比較 す ると,男児では女児 よ りも明 らか に高か つた。す

なわ ち,PPD-sの 場 合には旧 ツ液 の場合に比 べて,男 児

が女 児 よ りも硬結 の現われ方が強い傾向 を示 していた。

このよ うに男女 間にみ られ る発赤 あ るいは硬結 の現 われ

方 の差異 は,皮 膚性状 の差 によ るもの と考 え られ る。
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表7性 別 にみた旧 ツ液 とPPD-sと の反応 様相の比較(小 中学生)

また,注 射部位にによるPPD-sの 反 応様相の差異,あ

るいはPPD-sの 頻 回注射に よる硬結 出現率 の差異 など

につい ては,さ らに研究すべ き興味 あ る問題 と考 え る

が,い れ らの成績 は大路 旧ツ液 の場合 と同様な傾 向を示

して くるのではあ るまいか 。

結 語

われわれはBCG陽 性 者の多い小 中学生 にお けるPP

D-s 0.06γと2,000倍1日 ツ液 とのツ反応様相 の差異 を比

較 した結果,次 の如 き成績が得 られ た。

1)PPD-sに よる発赤 の色調 は,旧 ツ液 に比 して明

らか な鮮紅色 を呈 す る ものが多かつた。したがつて弱反

応 であ るK反 応 の出現率 も旧ツ液 の場合の約半数程度で

あつた。

2)小 中学生1129名 におけ るPPD-sと 旧ツ液 とによ

る陽性者不一致は5.2%で あつ た。 いの うちPPD-sの

みで陽性の ものよ りも,旧 ツ液 のみで陽 性の ものの方 が

2.7%も 多かつ た。

3)PPD-sは 旧 ツ液 にに比 し,明 瞭 な硬結 を伴 う反 応

を示 すので,硬 結 を触知し うる場合が多 く,そ の硬結 触

知率はBCG陽 性者の多い小中学生では 旧ッ液の場合 の

約3倍 であつ た。また,0.02～0.06γ の濃度差で は,P

PD-sの 硬結 触知率に大差は認め られなかつ た。

4)PPD-sの 反応様相 を学年別 にみ る と,発 赤 の現

われ方 には大差 は認 め られ なか つたが,硬 結 の現われ方

は小学生 よ りも中学 生において高率で あつ た。

5)PPD-sの 反応様相 を性別 にみ ると,発 赤 お よび

硬結 のいずれの現われ方 も,男 の方が女 よ りもやや高率

で ある傾向が み られ た。

終 りに臨 み御校閲,御 指導 を賜 つた柳沢部長 にに感謝 す

る。
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